
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み  き           も  り 

森町森林組合 

秋 号  
発行日 30．10．30 

第
五
十
八
回
通
常
総
代
会
を
開
催 

～
原
案
通
り
可
決
決
定
～ 

 

 

九
月
二
十
七
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
に
は
総

代
・役
員
を
始
め
、
御
来
賓
と
し
て
、
森
町
長
・太
田
康
雄
氏
、
静
岡
県
中
遠
農
林
事
務
所
長
代
理 

農
山
村
整
備
部
技
監
・

片
田
哲
利
氏
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
長
代
理 

理
事
兼
参
事
・高
橋
雅
弘
氏
、
衆
議
院
議
員
宮
沢
博
行
氏
、
地
元
町
議

会
議
員
他
の
御
臨
席
を
賜
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
挨拶をする 

甚沢万之助 代表理事組合長 

 
本人出席 37名 書面議決 35名 

合計 72 名のもと開催 

新
役
員
体
制
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る 

総
代
会
終
了
後
の
役
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
役
員
の
中
か
ら
役
員
の

互
選
で
代
表
理
事
組
合
長
に
甚
沢
万
之
助
氏
・代
表
理
事
副
組
合
長
に
髙
松

和
宏
氏
・代
表
監
事
に
小
坂
茂
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

議
事
に
入
る
前
に
甚
沢
組
合
長
は
、
日
々
の
組
合
運
営

に
於
い
て
、
ご
指
導
ご
協
力
頂
い
て
い
る
事
に
対
し
冒
頭

で
御
礼
申
し
上
げ
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。 

今
年
は
台
風
２
１
号
に
よ
る
西
日
本
の
災
害
、
北
海
道

で
の
地
震
災
害
、
そ
の
森
林
被
害
額
は
２
７
０
億
円
と
の

報
道
が
あ
り
驚
く
ば
か
り
で
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
に

は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戦
後
植
林
さ
れ
た
杉

・
桧

が
五
十
～
六
十
年
生
と
な
り
利
用
で
き
る
林
齢
と
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
材
木
価
格
の
低
迷
に
よ
り
組
合
員
に
返
却

で
き
る
金
額
が
思
う
に
任
せ
な
い
の
が
現
実
で
す
。 

森
林
組
合
に
と
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と
は
次
世
代

へ
立

派
に
整
備
さ
れ
た
森
林
を
造
成
し
受
渡
を
し
て
い
く
事
が

使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
は

個
人
的
に
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。 

石
油
文
明
の
時
代
は
今
が
過
渡
期
を
迎
え
、
今
世
紀
中

に
は
必
ず
終
焉
す
る
と
思
い
ま
す
。
次
の
文
明
は
再
生
可

能
な
森
林
の
文
明
が
必
ず
来
る
こ
と
を
確
信
す
る
も
の
で

す
。
今
こ
そ
皆
様
に
は
踏
ん
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

続
い
て
議
長
に
三
倉
地
区
大
石
眞
氏
を
選
出
し
て
議
事

に
入
り
、
上
程
し
た
第

一
号
議
案
か
ら
審
議
し
、
今
回
は

理
事
監
事
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
出
席
者
多
数

の
賛
成
を
得
て
可
決
決
定
さ
れ
、
無
事
総
代
会
を
終
了
致

し
ま
し
た
。 

九
月
十
二
日
に
富
士
宮
市
で
静
岡
県
林
業
技
術
者
協
会
の
主
催
す
る

第2
3

回
静
岡
県
伐
木
造
材
技
術
競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
静
岡
県
内
の
腕

自
慢
が
集
合
し
て
伐
木
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
競
技
会
で
は
、
伐
倒
・

造
材

・
枝
払
い
技
術
の
正
確
さ
を
競
う
の
は
勿
論
の
こ
と
、
機
械
管
理
や

整
備
、
服
装
や
保
護
具
の
状
態
な
ど
ま
で
厳
し
い
審
査
員
の
チ

ェ
ッ
ク
が

入
り
ま
す
。
二
百
三
十
人
の
参
加
者
の
見
守
る
中
、
技
術
職
員
山
出
哲
聖

が1
2

名
の
選
手
の
ト
ッ
プ
に
な
り
静
岡
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

祝 

最
優
秀
賞 

伐
木
造
材
技
術
競
技
会 

山
出
哲
聖 

代
表
理
事
組
合
長 

甚
沢
万
之
助 

(

前
列
右
か
ら
三
人
目) 

代
表
理
事
副
組
合
長 

高
松
和
宏 

(

前
列
左
か
ら
二
人
目) 

理
事 

 
 

 
 

 
 

大
石
文
六 

(

前
列
左
か
ら

一
人
目) 

理
事 

 
 

 
 

 
 

小
倉
豊
寿 

(

前
列
右
か
ら

一
人
目) 

理
事 

 
 

 
 

 
 

山
﨑
徹
也 

(

後
列
左
か
ら
二
人
目) 

理
事 

 
 

 
 

 
 

朝
田
久
雄 

(

後
列
左
か
ら
三
人
目) 

理
事 

 
 

 
 

 
 

木
下
道
雄 

(

後
列
左
か
ら

一
人
目) 

理
事 

 
 

 
 

 
 

鈴
木 

均 
(

後
列
右
か
ら

一
人
目) 

代
表
監
事 

 
 

 
 

小
坂 

茂 
(

前
列
右
か
ら
二
人
目) 

監
事 

 
 

 
 

 
 

阿
部
雄
山 

監
事 

 
 

 
 

 
 

松
井 

博 
(

後
列
右
か
ら
二
人
目) 

来
賓
祝
辞 

衆
議
院
議
員
宮
沢
博
行
氏
よ
り
御
祝
辞
の
中
で
、
国
の

定
め
た
森
林
経
営
管
理
制
度
の
説
明
が
あ
り
、
「林
道
の

整
備
、
県
道
の
拡
幅
等
、
林
業
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
皆

様
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
政
治
の
パ
イ
プ
を
使
い
進
め

て
い
く
」
と
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
森
町
長
太
田
康
雄
氏
か
ら
も
御
祝
辞
を
頂
き

「森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
活
か
す
た
め
手
入
れ
の

行
き
届
い
て
い
な
い
森
林
を
間
伐
等
で
整
備
す
る
事
業

や
、
そ
の
森
林

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
既

存
路
網
の
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
森
林
組
合

と

一
体
と
な
っ
て
森
林
の
整
備
を
行
っ
て
参
り
た
い
」
と

頼
も
し
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
中遠農林事務所 

農山村整備部技監 

片田哲利 氏 

 
静岡県森林組合連合会 

理事兼参事 

髙橋雅弘 氏 

 
森町長 太田康雄 氏 

 
衆議院議員 

宮沢博行 氏 
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す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 

中 値 
1 本当たり 
単価(円) 

摘   要 

3m 

14 9,000 531 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 1,044 柱目 4 寸取 

20～ 12,000 1,584 中目 

4m 

14 9,000 702 桁目 3.5 寸取 

16～18 10,500 1,218 桁目 4 寸取 

20～22 13,500 2,376 中目 

24～28 16,500 4,455 中目 

30～34 18,000 7,380 二番玉節小 

6m 
16～18 14,000 - 通し柱４寸 

20～22 15,000 - 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 

中 値 
1 本当たり 
単価(円) 

摘   要 

3m 

14 14,000 826 柱目 3.5 寸取 

16～18 20,000 1,740 柱目 4 寸取 

20～ 18,000 2,376 太角目 

4m 

14 15,000 1,170 土台目 3.5 寸取 

16～18 19,000 2,204 土台 4 寸取 

20～22 19,000 3,344 中目縁甲取 

24～28 20,000 5,400 中目 

30～34 20,000 8,200 二番玉節小 

6m 
16～18 26,000 - 通し柱４寸 

20～22 20,000 - 通し柱太角 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～ 

購買情報 
 

アサヒスパイク地下タビ 
 
 
 

 

 
ｻｲｽﾞは 22.5cm～28.0cm 

 

足場を支える地下タビが滑ってし

まっては作業に支障が出ます。 
4 枚ピンでしっかりと固定すれば脱

げる心配もありません。 

森組からお知らせ 
 

●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生

じた際には、組合員名簿及び出資証

券の名義変更等が必要となりますの

で、御連絡下さい。 
 

●一般賦課金納入の御願いについて 
組合員皆様に賦課金請求書を発送

致しましたので 11 月 30 日迄に御納

付下さいます様、お願い致します。 
 

●イベント参加について 

今年も 11 月 18 日(日)に森町文化

会館駐車場で開催される「もりもり

２万人まつり＆農協祭」に林産物（山

芋・椎茸・シメジ等）を出品しますの

で、是非、お立ち寄り下さい。 

編集後記✍ 

台風 24 号の被害が日を追うごと

に増え風倒木処理作業を日々行って

います。森町のあちこちの山林では

チェーンソーの音が響きますが、今

月の木材生産量は 0㎥です。(涙) 

本来なら時間をかけて造材し市場

へ運搬したいのですが、今回は被害

箇所数が多く早期開通の為、泣く泣

く道沿いへ放置。10年に一度の災害。 

いやいや 5年に一度の災害だなぁ↴ 

台風 24 号の被害 ～大切に育ててきた森林が～ 

9月 30日から 10月 1日の未明にかけて大型で非常に強い台風24号が静岡県に接近し森町内に甚大

なる被害をもたらせました。県道・町道・林道に風倒木で遮られ通行止めになり、電線が切れて当

組合でも 4日間もの間、停電に見舞われました。10月 1日の朝から災害対応に追われ、主要道路や

生活道路を中心に従業員一同で対応しました。現在も林道等の被害木処理作業を行っています。 

    
台風通過直後の県道・町道の状況           地域住民の生活道路となる道 

 

  
台風 24 号の進路図             大切に育ててきた山の木々が無残な姿に 

 

    
 

架空線管理者立会いのもと伐採作業        グラップルで片付    チェンソーで玉切り 

台風 24号の被害に遭われた皆様には、

心よりお見舞い申し上げます。 

選
木
し
た
山
が
・・・

 

以
前
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
の
間
伐
予

定
地
で
選
木
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

回
そ
の
山
で
遂
に
間
伐
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

間
伐
が
進
む
前
は
林
内
が
薄
暗
い
状

態
で
し
た
が
、
間
伐
が
進
む
に
つ
れ
林
内

に
光
が
差
し
込
む
よ
う
に
な
り
、
ま
る
で

山
が
広
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

選
木
の
成
果
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
山

の
変
化
を
実
感
で
き
た
こ
と
が
な
に
よ

り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

そ
し
て
、
自
分
の
手
に
よ
っ
て
選
木
さ

れ
た
木
が
倒
れ
る
瞬
間
か
ら
、
作
業
が
完

成
し
明
る
い
森
林
に
な
る
ま
で
を
見
れ

た
こ
と
は
こ
の
仕
事
な
ら
で
は
の
魅
力

だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

西
尾 

昂 

 

 

 


